
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名
種
別

受験者数 合格者数

山野流着装初傳 ③ 160人 160人

山野流着装中傳 ③ 37人 37人

JESCメイクアップ
アーティスト検定 ③ 164人 161人

人

人

人

％

％

12 名 4 ％

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
１７１０時間 ０時間 １７１０時間 ０時間 ０時間 ０時間

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、
それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」
「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組

　中退防止：カウンセラーの配置、学習ポートフォリオの実施
　中退者支援：自校学内への転科・転校支援

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度： 有
※有の場合、制度内容を記入

特待生制度：本校入学選考時に希望者を対象に「実技試験」「筆記試験」「自己PR」の内一つを選択し受験をする。
　　　　　　　　　結果に応じて入学定員の１５％程度の人員に学費の一部を減免している。
　　　　　　　　　減免の内容は第１種：授業料半額（４５万円）減免、第２種：授業料３０万円減免、第３種：授業料１０万円減免、
　　　　　　　　　第４種：授業料５万円減免としている。

■専門実践教育訓練給付： 非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

令和4年3月31日時点において、在学者458名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者418名（令和5年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

　目的意識喪失、進路変更、人間関係、金銭的な問題

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容

■卒業者数
：

156

■就職希望者数
：

137

■主な就職先、業界等(令和４年度卒業生)

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

(令和4年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

■就職者数
：

137

100■就職率　　  　　　 　　　　：

■卒業者に占める就職者の割合

： 87.8

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応
長期欠席者への指導等の対応として担任が定期的に面談を
実施。方法は直接対面型のものから、電話やPC・スマートフォ
ンを利用したリモート通信型の方法をとっている。面談の実施
に関しては2週間～1か月毎で実施をしており、次回以降の面
談期間に関しては、学生の状況に応じて個々に設定してい
る。
　保護者を含めた面談による指導は大きく3種類に大別され
る。
　１．出席不良による保護者への状況報告と家庭の協力依
頼。

■サークル活動： 有

■その他

・進学者数：2人
・美容師免許取得後就職希望：1人

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか
記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

　
■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

美容技術研究サークル（P-Lab）、サッカー、ダンス
文化祭実行委員会、ベルリンピック（体育祭）実行委員会

（令和2年度卒業者に関する令和3年5月1日時点の情報）

認定年月日 令和3年3月25日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

衛生 衛生専門課程 ヘアメイク科
平成２８年文部科学省

告示第１９号
-

学科の目的 ヘアメイクアーティストとして最新の美容をいち早く掴み、お客様やスタッフから自身が必要とされる人材となる

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

ベルエポック
美容専門学校

平成12年1月20日 大谷　啓一

学校法人
東京滋慶学園

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

昭和55年2月26日 中村　道雄
（電話） 03-3763-2200

〒150-0001
東京都渋谷区神宮前三丁目２６番地１号

（電話） 03-3423-9090

〒143-0016
東京都大田区大森北一丁目１８番地２号

（別紙様式４）

令和5年7月31日 ※1
（前回公表年月日：令和4年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

長期休み

■学年始：４月１日～４月５日
■夏　 季：８月１日～８月３１日
■冬　 季：１２月２２日～１月５日
■学年末：３月８日～３月３１日

卒業・進級
条件

学校長および学校長の指名により進級・卒業判定会議を開
催し、審査のうえ判定する。所定の科目の単位、授業時間を
履修し、その成果を計った結果含め認定する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

　求人案内、履歴書作成支援、就職模擬面接、
　学内企業説明会の実施

ヘアメイク事務所・セットサロン・ブライダルヘアメイクサロン・
美容サロン

３４人２６人８人0人324人３００人

学期制度
■前期：　４月１日から９月３０日まで
■後期：１０月１日から３月３１日まで

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

評価の基準：学校長は定期試験及び臨時試験(論文・レポート
を含む)、平素の学習状況、出席状況の３要素で評価する。評
価はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・E・Fで行い、D以上で合格とする。但し、学校
長が必要と認めた場合には、これら以外の表記で成績を表す
ことができる。その際の評価方法の詳細については別に定め
る。

評価の方法：定期試験の方法は筆記試験、口頭試験、実技
試験、論文あるいはレポートで行う。

https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
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https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo


種別

①

③

③

令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

三井　真以子
学校法人東京滋慶学園

運営本部長

令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当する
か記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

大谷　啓一
ベルエポック美容専門学校

学校長

令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

鈴木　絵理
ベルエポック美容専門学校

事務局長

令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

菊地　慶

今井　香菜子

ベルエポック美容専門学校
教務部長

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設そ
の他の教育課程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連
携に関する基本方針

急激に変化をしている社会環境において、状況の理解を行い市場ニーズにあった人材育成を行うべく美容
業界と連携し教育内容を編集する必要がある。そのため本校においては原宿という地域をもとに教育を深
めていくために地元企業を中心に教育内容ついて実務的な内容を検討することを基本方針とする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

本校の教育課程編成委員会は、学校関係者評価委員会による評価内容を基に教育内容、教育方法の客
観的評価と改善提案を行う。この改善提案は企業連携のもと、実践的かつ専門的な観点から業界から求
められる教育について検討する。本委員会にて提案・助言があった事項については、教務部長が中心とな
り、本校FDC、当該学科職員と共にカリキュラムの構築や教育内容の改善・工夫を行う。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

令和５年５月１日現在

関谷　佳代子 株式会社Dharma　代表取締役
令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

名　前 所　　　属 任期

高岸　裕一
一般社団法人世界コスプレ技術検定協

会 理事

令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

原本　洋平 スーパーブリー株式会社　代表取締役
令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

ベルエポック美容専門学校
ヘアメイク科 学科長



（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

アシスタントプログ
ラム

ヘアメイクアシスタントとして現場実習に参加する
際に必要な心構え、マナー、技術を身につけるこ
とができる。

株式会社ビーサイド

ヘアメイクにおけるメンズスタイリングの技術を学
び、施術の基礎ができるようになる。

株式会社オーギュメント

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
建学の理念にも掲げている実学教育の実現のため、即応力を身に付けるために企業と連携をして教育提
携を結び、実践的な技術教授のための授業内容を構築する。また業界外部講師を招聘し、業界ニーズに
応えられる実践的な技術・知識を学生に提供することを基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

現場実習の価値を更に高めるため、授業改善が必要である。通常授業でも現場実習や業界を知る授業を
組み込み、ヘアメイクへの意識を高めていく。オンラインを活用した授業の教育向上するため、AIやデバイ
スを取り入れた授業カリキュラムの作成が課題となる。

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

現場トレーニング
Ⅱ（メンズスタイリン
グ）

Basic Hair Design
Ⅱ

現場トレーニング
（ブロースタイリン
グ）

道具の名称や使い方、結ぶ・とめる・巻く・編むの
基本技術ができるようになる。モデルの顔立ちを
見て、補整ヘア技術を習得する。

ヘアメイクにおけるブローとスタイリングの技術を
身に着け、実際に施術できるようになる。

株式会社coconeige

株式会社ビーサイド

研修名「韓国美容の現状について」（連携企業等：韓国ビューティ産業研究所　）
期間：令和４年9月22日（金）　対象：専任教員
内容：クリエイティブ作品制作について

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「教職員カウンセリング研修」（連携企業等：滋慶教育科学研究所　）
期間：令和４年９月15日（木）　対象：専任教員
内容：カウンセリングの知識・スキルを身に着け、資格を取得する。

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
学園の定める教員研修規定において、教員の授業内容・教育技法の改善ならびにクラス運営方法の向
上、マネジメント能力を含む指導力の向上を研修の基本方針とする。
具体的には、入職年数に応じた教育技法研修と所属長の業務遂行評価に基づいた推薦による職階別業
務研修並びに専門分野の外部教員研修に大別される。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

特殊メイク演習

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

（開催日時）

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

開催回数　年間 ２回

第１回　令和5年4月18日　　１３：００～１５：００

第２回　令和5年10月16日　１３：００～１５：００（予定）

ヘアメイク現場で即戦力として活躍できるよう、ヘアセットの基本技術に長けた企業と連携し、さまざまなヘ
アスタイルとその周辺手技に関する授業を演習形式で展開する。授業では、ヘアスタイルの作成の他、幅
広いメイク技術やシャンプーやブローなどの技術理解を演習形式で修得する授業を行っている。各授業は5
段階で学習評価を行い、コンテストにてその総合評価を主要項目15項目、5段階にて行う。

ハロウィンのフェイスペイントを描くことができるよ
うになる。

一般社団法人
コスメティックアクターアカデ
ミー

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関
係



（６）教育環境 施設・設備等、防災・安全管理

（７）学生の受入れ募集 学生募集活動、入学選考、学納金

（８）財務 財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「メンズスタイルアップ講習」一般社団法人JMA
期間：令和5年１０月(予定)　対象：専任教員
内容：メンズメイクアップ全般（顔分析・スキンケア・ベースメイク・眉メイク）に加えて、ヘ
ア、ニオイケア、スーツ、ビジネスカジュアル全般についての基本知識の研修。

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「教職員マクロレベル研修」（連携企業等：滋慶教育科学研究所　）
期間：令和５年７月２１日（金）　対象：専任教員
内容：カリキュラム編成や教科目標の設定について学び、授業構築に役立てる

理念・目的・育成人材像

（２）学校運営
運営方針、事業計画、運営組織、人事・給与制度、意思決
定システム、情報システム

（３）教育活動

（４）学修成果 就職率、資格・免許の取得率、卒業生の社会的評価

（５）学生支援
就職等進路、中途退学への対応、学生相談、学生生活、
保護者との連携、卒業生・社会人

（１）教育理念・目標

目標の設定、教育方法・評価等、成績評価・単位認定等、
資格・免許取得の指導体制、教員・教員組織

（３）学校関係者評価結果の活用状況

委員助言として社会人入学希望者の受け入れ態勢の充実、就職活動支援、中途退学抑止に関する取り組
みについて、更なる取り組みの要望があった。また、教育活動の中に卒業生を登用し未来提示をすること
で信頼を高めていくことの提案を受けた。変化をしている社会情勢に併せた専門知識以外の社会的ルール
についても学校教育の中に取り入れについて提案があった。これを受け、現状分析を行い改善と企画を立
ち上げることとしている。実施できる物はすぐに取り入れ、カリキュラムに関わるものついては教務部長を中
心に次年度の教育に反映させていくこととなった。

（９）法令等の遵守
関係法令、設置基準等の遵守、個人情報保護、学校評価、
教育情報の公開

（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献、ボランティア活動

（１１）国際交流

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公
表していること。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参
画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

自己点検・自己評価に基き、学校関係者評価委員会を実施する。本委員会は学校の理念を踏まえた上で
教育機関としての学校のあり方を客観的に評価し助言を行うことで、適切な教育提供に結びつくようにす
る。この助言を受け学校はPDCAサイクルに基き分析・検証を行い学校運営の改善に取り組むことを基本
方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



種別

卒業生

企業代
表

企業代
表

卒業生

保護者

高等学
校役員

地域関
係者

今西　香織 La fraise オーナー
令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

嶋　浩幸 SHIMA　取締役専務
令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://www.belle.ac.jp/info

（５）様々な教育活動・教育環境 教育活動、企業プロジェクト、校舎･設備紹介

（６）学生の生活支援 学生寮・１人暮らしサポート、就職サポート

（７）学生納付金・修学支援 学生納付金情報、学費サポートシステム

（２）各学科等の教育 各学科の入学定員・養成目的、教育システムとカリキュラム体系

（３）教職員 教職員数

（４）キャリア教育・実践的職業教育
キャリア教育への取り組み、実習・実技、企業との連携紹
介、就職支援の取り組み

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本校の情報提供は基本的にはホームページを通じて行っている。これは企業をはじめとする業界諸氏につ
いても同様である。提供する情報については学校の紹介に始まり平素の学校教育について、その取り組み
を配信している。これにより企業等との連携が生じ、学校教育や就職の支援などの充実につなげていくこと
を基本方針とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

（公開方法：ホームページ　　公開時期：委員会終了後随時　　　）

URL:　https://www.belle.ac.jp/info

穏田表参道町会
会長

令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

公表時期： 令和5年7月31日

（１１）その他 社会との取り組み（産学連携）、災害時非常時の対応

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

（８）学校の財務 決算書、監査報告書

（９）学校評価 自己点検・自己評価、学校関係者評価

（１０）国際連携の状況 国際交流

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 開校の目的、建学の理念

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学
校運営の状況に関する情報を提供していること。」関係

株式会社アウラ　代表理事
令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

田中賢一郎 TBCグループ株式会社
令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

萩原　千春
令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

森　章 拓殖大学紅陵高等学校　学区長
令和5年４月１日～
令和6年３月３１日
（２年）

古橋　龍明

小泉　由梨

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
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○

オリエンテーション・
導入

ⅠⅡⅢⅣ
※集中授業
orientation

(1年)建学の理念、養成目的、教育目標、学則・施行細則を学ぶ。
(2年)学則の確認と2年次の目標設定ができる。

１２
前
後

75 5 ○ ○

○

相互支援演習
ⅠⅡ

※集中授業
mutual support

seminar

チームプレイを通じてコミュニケーション、チームワーク、リーダー
シップ、フォロワーシップ、フェローシップの必要性に気づくことができ
るようになる。

１前
後２
前

45 3 ○ ○

○

国際教育
※集中授業
international
education

国際人としての感覚と美に関する感性を習得するこ
とができる。

１
前

15 1 ○ ○

○

プロフェッショナルへ
の道

ⅠⅡⅢⅣ
professional ｓeminar

プロフェッショナルになるために必要な知識・接客技術を身につける
ことができるようになる。

１２
前
後

120 8 ○ ○

○

業界研究
ⅠⅡⅢ

※集中授業
business world

analyse

将来に合わせたコース選択ができるようになり、進路に合わせた業
界についての知識を深め、就職活動意識を高めることができる。

１
前
後
２
前

75 5 ○ ○

○ ファイナンシャル研修
社会人として自立するための経済的な知識を身につけ、自らの収支
に対する意識が持てるようになる。

２
後

30 2 ○ ○

○
Ｂａｓｉｃ　Ｍａｋｅ　Ｄｅｓｉ

ｇｎⅠⅡ
フルメイク(ナチュラル)を３０分でできるようになり、JESCメイク検定
に合格する技術を習得することができる。

１
前

120 8 ○ ○

○
Ｂａｓｉｃ　Ｈａｉｒ　Ｄｅｓｉｇ

ｎ　　ⅠⅡ
道具の名称や使い方、結ぶ・とめる・巻く、編むの基本技術ができる
ようになる。　モデルの顔立ちを見て、補整ヘア技術を習得する。

１
前

120 8 ○ ○

○
アシスタントプログラ

ム
Assistant program

ヘアメイクアシスタントとして現場実習に参加する際に必要な心構
え、マナー、技術を身につけることができる。

１
前

30 2 ○ ○

○
現場トレーニング

ⅠⅡ
intern training

ヘアメイク現場のアシスタント業務として要求される
ネイル技術(ファイリング、ベース、ポリッシュ、トップ
コート)の技術を習得する。

１
前
後

60 4 ○ ○

○
Basic　HaiｒMake

Design
ⅠⅡ

ファッション雑誌やコスメブランドのトレンドメイクを模写しながら、技
術の幅を広げ、自分の好み以外のものにも対応できるようになる。

１
後

120 8 ○ ○

○

ヘアメイク総合技術
ⅠⅡⅢⅣ
 hair make
synthesis
technique

選択科目からひと科目選択し、自分の課題に取り組み、技術の幅を
広げることができる。

１
後
２
前

240 16 ○ ○

○

JESCメイク検定
※集中授業

make　technique
logic

メイクの基礎技術理論、身だしなみ、道具の名称や
使い方、皮膚・骨格・筋肉などについて、プロとして
必要とされる基礎知識を身につけることができる。

１
前

15 1 ○ ○

○

デザインイラスト演習
Ⅰ

Ⅱ※集中授業
Sketch　Basic

デッサンや模写のスキルを身につけることで、コンセプトシートを仕
上げることができる。

１
前
後

30 2 ○ ○

○

総合演習
ⅠⅡ

※集中授業
overall   seminer

２年生のコンテストを見学し、１年後の自分の目標を設定することが
できる。

１
前
後

30 2 ○ ○

○
コンテスト

※集中授業
first contest

身につけた技術・知識をもとに設定された規定・制限時間内にオリジ
ナル作品を作成することができる。

１
後

15 1 ○ ○

○
着物着付け演習(初

伝)
kimono

訪問着をひとりで着れるようになる(名古屋帯・一重太鼓)　山野流着
装初伝を取得することができる。

１
前

15 1 ○ ○

授業科目等の概要

（衛生専門課程ヘアメイク科）令和5年度
分類

授業科目名

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 

位
 

数



○
ファッション講座

※集中授業
fashion   seminer

ファッションについての基礎知識を習得し、ヘアメイクとトータルで
コーディネートすることができる。

２
後

15 1 ○ ○

○
Photo shooting

ⅠⅡ
※集中授業

コンセプトワークから試作、技術練習、作品撮影を行い、作品撮りの
流れを把握することができる。

１
後
２
後

45 3 ○ ○

○

特殊メイク演習
ⅠⅡ

※集中授業
special　make

practice

ハロウィンのフェイスペイントを描くことができるようになる。

１
後
２
前

30 2 ○ ○

○

業界特別授業
ⅠⅡ

※集中授業
advisor　special

lesson

長年磨き上げてきたプロの技術を制作プロセスも含めてみることで、
自分の作品制作に活かすことができる。

１
後
２
前

30 2 ○ ○

○
Advance Hairmake

Design
ⅠⅡⅢ

オリジナル作品制作にあたり、コンセプトの立案方法、コンセプトシー
トの書き方、プレゼンテーション方法、試作作製、リハーサルの注意
点、本番当日の注意点を知り、行動することができる。

２
前

180 12 ○ ○

○
Technical Hairmake

elements
ⅠⅡⅢ

今まで学んできた知識、技術を活用し、オリジナル作品制作を実践
的に進めていくことができる。

２
後

180 12 ○ ○

○
ファイナルコンテスト

※集中授業
Final contest

テーマに沿ったオリジナル作品を制限時間内で完成させることができる。　作品について口
頭プレゼンテーションを行い、審査員に評価を受け、さらなる成長につなげることができる。

２
前

15 1 ○ ○

○
特別講座

※集中授業
special   seminer

ＯＧ・業界講話で自身の将来像を明確にし、現場でのプロを目指すこ
とができる。

２
後

30 2 ○ ○

○
Creative　Hairmake

※集中授業
習得した技術・センスをもとにオリジナル作品を制作し、より多くのギャラリーに作品を見ら
れる経験をすることができる。

２
後

45 3 ○ ○

４０科目合計 １７１０単位時間( １１４単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業要件：学則に定める全科目において、第1学年、第2学年の学年末成績が「Ｃ」評価以上（合
格）の評価であること。
履修方法：学校が指定する学級、時間割に対して授業を受講する。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。


